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る

住す
み

地
区
の
菜
の
花
畑

～
麗
ら
か
な
春
の
息
吹
に
包
ま
れ
て
～

（
伊
予
市
双
海
町
）

　

寒
さ
の
和
ら
ぐ
３
月
に
な
る
と
、
長
く

続
く
見
通
し
の
よ
い
海
岸
線
沿
い
一
面
に
、

色
鮮
や
か
な
菜
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
（
伊
予
長
浜
経
由
）
か
ら
、

壮
観
な
菜
の
花
畑
と
穏
や
か
な
春
の
海
を

楽
し
め
る
ほ
か
、
ド
ラ
イ
ブ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
予
長
浜
駅
か
ら
伊
予
上
灘
駅

ま
で
の
間
約
16
㎞
の
行
程
で
「
し
お
か
ぜ

ウ
ォ
ー
ク
な
の
は
な
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

ご
当
地
グ
ル
メ
や
抽
選
会
な
ど
、
地
域
の

お
も
て
な
し
と
と
も
に
、
毎
年
多
く
の
参

加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

○商工会役職員研修・来年度予算事業

○全女性連会長被災地視察・税制改正

○青年部・女性部リーダー研修会

○小規模企業共済・福祉共済

○働き方改革関連法

○小規模事業者持続化補助金活用事例

○小さな瞳・ビジネス総合保険

表紙写真提供：双海中山商工会
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去
る
２
月
２
日（
土
）に
、
東
京

第
一
ホ
テ
ル
松
山
に
て
、
商
工
会

役
職
員
研
修
を
全
国
商
工
会
連
合

会
顧
問 

参
議
院
議
員 
宮
本
周
司

氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し
、
商

工
会
長
を
は
じ
め
役
職
員
・
青
年

部
員
・
女
性
部
員
の
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
本
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
の
日

本
経
済
と
２
０
１
９
年
中
小
企
業

施
策
の
活
用
方
法
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
制
定
の
背
景
な
ど
普
段
聞
く
こ

と
の
で
き
な
い
内
容
や
、
基
本
法

制
定
に
よ
り
中
小
・
小
規
模
向
け

施
策
が
そ
れ
以
前
９
年
間
で
11
で

あ
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
以
降
５
年

間
で
30
の
施
策
を
実
現
し
、
そ
れ

ら
の
施
策
に
よ
り
小
規
模
事
業
者

に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
た
の
か
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
や
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

と
い
っ
た
各
種
施
策
の
説
明
に
加

え
、
宮
本
氏
自
身
も
小
規
模
事
業

の
経
営
者
の
一
人
で
あ
る
た
め
、

自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
消

費
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し

て
作
り
手
の
理
論
を
優
先
し
た
商

品
開
発
や
製
造
を
行
う
の
で
は
な

く
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
視
点
を
優
先

し
た
企
画
・
開
発
を
行
う
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

宮
本
氏
は
、
終
始
熱
意
あ
ふ
れ

る
講
演
で
、
参
加
者
は
小
規
模
事

業
者
が
活
用
で
き
る
様
々
な
施
策

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
経
営
に
つ
な
が
る
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今後公募が予定されている、主な中小・小規模事業者向け補助金の概要をご紹介します。最新情報
については、中小企業庁のホームページ等でご確認ください。

小規模事業者持続化補助金（上限額50万円、補助率３分の２）
　商工会と一体となって経営計画を作成し、販路開拓に取り組む費用。  
　※複数の事業者が連携した共同事業に取り組む場合、上限額の増額あり。

ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業
　一般型：上限額1,000万円、補助率２分の１
　小規模型：上限額500万円、補助率２分の１～３分の２ 
　企業間データ活用型：上限額１社あたり2,000万円、補助率２分の１
　地域経済牽引型：上限額１社あたり1,000万円、補助率２分の１

事業承継補助金
　【経営者交代タイプ】（上限額200万円、補助率２分の１～３分の２）
　　代表者の交代をきっかけとした新たな取り組みを行う費用（設備投資・販路拡大・新商品開発等）。
　【M＆Aタイプ】（上限額600万円、補助率２分の１～３分の２）
　　事業再編・統合を通じた新たな取り組みを行う費用（合併による強みを活かした新規顧客獲得等）。

IT導入補助金（上限額：450万円、下限額：40万円、補助率２分の１）
　業務効率化や顧客獲得等に資するIT導入・設定費用等　
　（導入イメージ） 経理等効率化ソフト、顧客管理一元化クラウドシステム、職員間のコミュニケーションシステム、

セルフオーダーシステム等

来年度予算事業

平
成
30
年
度
商
工
会
役
職
員
研
修
を
開
催

宮本 周司 氏 国
・
県
の
実
施
す
る
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う



− 3 −

2019/3 えひめ 商工会 だより No.304

個人版事業承継税制（平成31年度税制改正要望）のポイント
　経営者の高齢化が急速に進展する中、2025年に70歳以上となる個人事業者は約150万人に
達すると見込まれています。個人事業者においても集中的な代替わりを促すため、10年間の
時限措置として、多様な事業用資産に係る相続・贈与税を100％納税猶予する「個人版事業
承継税制」が創設されました。

●土地・建物（土地は400㎡、建物は800㎡
まで）

●機械・器具備品（工作機械・パワーショ
ベル・診療機器等）

●車両・運搬具
●生物（乳牛・果樹等）
●無形固定資産（特許権等）

対象資産

●経営承継円滑化法に基づく認定が必要

●平成31年度から５年以内に予め、承継
計画の提出が必要

●既存の事業用小規模宅地特例との選択制

制度活用の留意点

2019年１月１日～ 2028年12月31日に行われる相続・贈与適用対象

　

１
月
17
日
～
18
日
に
、
全
女
性

連
末
武
栄
子
会
長
が
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
商
工

会
地
域
を
訪
問
し
、
女
性
部
と
交

流
し
ま
し
た
。
17
日
は
、
西
予
市

野
村
町
を
訪
問
。
浸
水
し
た
地
区

を
歩
き
な
が
ら
当
時
の
状
況
に
つ

い
て
、
女
性
部
員
か
ら
説
明
を
う

け
ま
し
た
。
ま
た
、
乙
亥
会
館
で

は
今
な
お
災
害
の
爪
痕
が
残
っ
て

お
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
等

見
な
が
ら
、
災
害
の
大
き
さ
を
改

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

18
日
は
、
松
野
町
・
鬼
北
町
・

吉
田
三
間
商
工
会
を
訪
問
し
、
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
、
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　

部
員
か
ら
は
、「
前
日
、
橋
ま

で
水
が
き
て
い
た
が
危
機
感
は
な

か
っ
た
。
数
日
後
に
ニ
ュ
ー
ス
で

県
内
の
状
況
を
見
て
と
て
も
驚
い

た
。」「
今
回
被
災
し
て
た
く
さ
ん

の
支
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、

自
分
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い
と

思
っ
た
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

末
武
会
長
か
ら
は
「
被
災
し
た
ら

最
初
は
何
故
私
が
？
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
と
思
う
が
、
周
り
か
ら

の
支
援
や
励
ま
し
を
経
験
と
し

て
、
他
県
で
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
は
、
助
け
合
お
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

全
女
性
連
末
武
会
長
が
被
災
地
を
視
察
（
西
予
市・松
野
町・鬼
北
町・吉
田
三
間
）

西予市野村町にて（末武会長 右端）乙亥会館にて被害状況の写真を見る

松野町商工会にて（末武会長 左から3番目）

吉田三間商工会にて（末武会長 右端） 鬼北町商工会にて挨拶する末武会長

商
工
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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去
る
１
月
12
日（
土
）に
県
下
商

工
会
の
青
年
部
員
約
40
名
が
ネ
ス

ト
ホ
テ
ル
松
山
に
集
い
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
・
地
域
の
課
題
解
決

経
営
者
創
出
研
修
事
業
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
愛
媛

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
会
長

で
あ
る
山
田
宏
介
氏
が
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
に
学
ぶ
防
災
」

と
題
し
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

の
知
識
と
し
て
、
平
成
30
年
５
月

制
定
し
た
「
愛
媛
県
商
工
会
青
年

部
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
、

最
低
限
備
蓄
し
て
お
き
た
い
物
資

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
害
を
想
定
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
災
害

時
の
行
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
し
た
。

　

続
く
地
域
の
課
題
解
決
経
営
者

創
出
研
修
事
業
で
は
、
全
青
連
会

長
で
あ
り
、
三
興
建
設
㈱
の
専
務

取
締
役
で
も
あ
る
越
智
俊
之
氏
に

「
事
業
経
営
と
地
域
貢
献
」
と
題

し
て
、
第
一
部
で
は
、
青
年
部
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
第
二
部
で

は
、
ご
自
身
が
経
験
し
た
事
業
承

継
や
地
元
が
好
き
で
地
元
を
元
気

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
地
元

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
瀬
戸
内

生
活
様
式
研
究
所
㈱
を
設
立
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
経
験
談
や
青
年
部
に

対
す
る
熱
い
思
い
は
、
我
々
に

と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
16
日（
水
）に
県
下
商

工
会
女
性
部
の
部
長
を
は
じ
め
、

部
員
等
約
１
３
０
名
が
メ
ル
パ
ル

ク
松
山
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
・
主
張
発
表
県
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
で
は
、
東
予
・
中
予
・

南
予
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ

た
代
表
に
よ
り
発
表
が
行
わ
れ
、

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
中
予
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
で
東
温
市
商
工
会
女

性
部
常
任
委
員
の
矢
野
香
純
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
、「
女
性
部
活
動

と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
東

温
『
さ
く
ら
ひ
め
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
」
と
題
し
て
、
県
開
発
の
デ

ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
の
新
品
種
「
さ
く

ら
ひ
め
」
の
花
束
や
花
か
ご
を
全

国
に
発
送
す
る
事
業
を
紹
介
し
、

商
業
流
通
の
面
か
ら
、
市
内
で
の

作
付
面
積
が
増
加
す
る
な
ど
、
地

域
の
特
色
と
女
性
の
感
性
を
活
か

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
て
い
き

た
い
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
く
講
演
で
は
、
㈱
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ワ
イ
ズ
の
代
表
取
締
役

三
宅
曜
子
氏
に
、「
女
性
な
ら
で

は
の
効
率
の
良
い
プ
ラ
ス
発
想
ビ

ジ
ネ
ス
～
女
性
だ
か
ら
で
き
る
働

き
方
改
革
の
考
え
方
と
は
！
～
」

と
題
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に

働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ

れ
、
有
給
休
暇
取
得
の
義
務
化
等

が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
ど
の
よ
う

に
生
産
性
を
高
め
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
増
収
に
結
び

付
け
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
事
例

を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

地
域
の
課
題
解
決
経
営
者
創
出
研
修
事
業

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
域
の
課
題
解
決
経
営
者
創
出
研
修
事
業

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会・主
張
発
表
県
大
会

愛媛県商工会青年部連合会
会長　山田  宏介  氏

最優秀賞に輝いた
矢野  香純  常任委員（東温市）

三興建設㈱
専務取締役　越智  俊之  氏

㈱クリエイティブ・ワイズ
代表取締役　三宅  曜子  氏

 

青
年
部
・
女
性
部
を
通
じ
た
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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経
営
に
役
立
つ
商
工
会
の
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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Ⅱ　年次有給休暇取得の義務化（導入時期：2019年４月）
　使用者は、10日以上の有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年最低５日、時季を指定して付
与が必要。ただし、労働者の時季指定や計画的付与により取得した日数が５日以上ある場合は不要。

〈例示〉
　・労働者が自ら２日の年休を取得した場合、使用者は５日に足りない３日を指定
　・３日の年休の計画的付与が行われた場合、使用者は５日に足りない２日を指定

Ⅲ　雇用形態に関わらない公正な待遇の確保（パートタイム労働法、労働契約法、労働者派遣法）
　（導入時期：中小・小規模事業者  2021年４月）
　正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差を禁止。
　①　均等待遇規程整備
　・ 有期雇用労働者について、正規雇用労働者と職務内容、配置の変更範囲が同一である場合の均等待

遇規定の整備義務化。
　・ 派遣労働者について、派遣先の労働者との均等・均衡待遇、または一定の要件（同種業務の一般の

労働者の平均的な賃金と同等以上の賃金であること等）を満たす労使協定による待遇のいずれかを
義務化。

　②　待遇に関する説明義務の拡充
　　 短時間労働者・有期雇用労働者・派遣労働者について、正規雇用労働者との待遇差の内容・理由等

に関する説明を義務化。

「働き方」が変わります！！
2019年４月１日から働き方改革関連法が順次施行されます

Ⅰ　労働時間に関する制度の見直し
　①　時間外労働の上限規制導入（導入時期：中小・小規模事業者  2020年４月）
　 　月45時間、年360時間を原則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、月100時間未満（休

日労働を含む）、複数月平均80時間（休日労働を含む）を限度に設定する必要有。

　②　割増賃金の中小・小規模事業者への猶予措置の見直し（導入時期：2023年４月）
　月60時間を超える時間外労働には、割増賃金率を50%以上に設定する必要有。

限度時間
１か月45時間
１年360時間など

法定労働時間
１日８時間
１週40時間

法律による上限（原則）
１か月45時間
１年360時間

法律による上限（例外）
•年720時間
•複数月平均80時間
　（休日労働含む）
•月100時間未満
　（休日労働含む）

法定労働時間
１日８時間
１週40時間

１年間＝12か月

※一部事業は適用猶予、除外

導入前 導入後

年間６か月まで

１年間＝12か月

年間６か月まで

罰則を伴った
規制なし

時間外労働
の上限なし

労
働
法
規
の
改
正
に
伴
い
、
働
き
方
が
見
直
さ
れ
ま
す
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【
企
業
概
要
】

　

平
成
25
年
９
月
、
西
予
市
野
村

町
で
父
が
営
む
呉
服
店
の
一
角
に

洋
菓
子
店
を
創
業
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
ケ
ー

キ
類
を
手
が
け
、
町
内
を
は
じ
め

と
し
て
松
山
市
や
東
予
地
域
に
顧

客
を
持
つ
。　

【
取
組
の
経
緯
】

　

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
店
舗

や
作
業
所
の
あ
る
１
階
が
水
没

し
、
設
備
等
も
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
事
か
ら
営
業
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
地
域
一
帯
が
被
災

す
る
中
、
多
く
の
方
か
ら
の
応
援

を
受
け
、
再
開
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
決
意
を
固
め
た
。

【
取
組
内
容
】

　

既
存
事
業
の
復
旧
に
加
え
、
カ

フ
ェ
事
業
を
新
設
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

「
人
の
集
ま
る
場
」を
提
供
す
る
。

○
店
舗
内
装
工
事

○�

ケ
ー
キ
の
製
造
設
備
及
び
器
具

の
購
入

○
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

【
代
表
者（
進
藤
由
紀
子
氏
）の
声
】

　

今
回
の
災
害
を
受
け
、
営
業
再

開
の
見
込
み
が
立
た
な
い
中
、
本

当
に
辛
か
っ
た
で
す
が
、
父
も
含

め
て
店
を
閉
め
よ
う
と
は
一
度
も

言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

災
害
後
は
、
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
復
旧
に
向
け
た
店

舗
改
装
や
新
事
業
展
開
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
の
励
ま
し
の
声

に
応
え
る
た
め
に
も
、
早
期
の
営

業
再
開
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

地
元
、
野
村
に
光
を
灯
せ
る
よ
う

な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
支
援
者
（
西
予
市
商
工
会
：
泉

経
営
指
導
員
の
声
】

　

事
業
者
様
は
、
当
商
工
会
地
区

の
中
で
も
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
野
村
町
で
、
お
父
様
が
営
む
呉

服
店
と
と
も
に
水
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
ち
早
く

新
事
業
展
開
を
見
据
え
た
、
事
業

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
災
害
復
興
へ
の
先
駆
け

と
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

 を活用しましょう！

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
槌
音
が
響
く
②

～「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
活
用
事
例
～

被災当時の店内

被災した設備

新設したカフェ

販
路
開
拓
に
向
け
て
、
各
種
施
策
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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「
僕
の
家
族
」

　

僕
の
家
族
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

僕
の
父
さ
ん
は
、
居
酒
屋
を
営

ん
で
い
ま
す
。

　

い
つ
も
と
て
も
、
お
い
し
い
ご

飯
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
も

夜
遅
く
ま
で
、
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
母
さ
ん
は
、
父
さ
ん

と
店
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
け

ど
、い
つ
も
朝
起
き
て
僕
た
ち
を
、

学
校
へ
送
り
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
ん
ど
い
と
思
う
け
ど
、
が
ん

ば
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
弟
が
二
人
い
ま
す
。

す
ぐ
下
の
弟
は
、
ゲ
ー
ム
が
と

て
も
上
手
く
て
、
負
け
そ
う
で

す
。
一
番
下
の
弟
は
、お
こ
り
っ

ぽ
い
の
で
、
お
こ
ら
せ
な
い
よ

う
、
い
つ
も
変
顔
で
笑
わ
す
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

僕
の
家
族
は
、
い
つ
も
ワ
イ

ワ
イ
と
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
の

で
、
僕
は
毎
日
元
気
に
が
ん
ば
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
家
族
み
ん

な
が
元
気
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

居
酒
屋

　覇
王
樹（
サ
ボ
テ
ン
）

（
西
条
市
立
丹
原
東
中
学
校
１
年
生
）

い

る

佐
伯

　瑠
海
さ
ん

西
条
市
丹
原
町
池
田
１
７
０
７
の
７

商
工
会
は
、
事
業
継
続
に
向
け
た
各
種
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す


